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１．はじめに 

以前、本学の学生が第一角法を用いた図面を工作

依頼時に持参してきた事例があった。しかし、投影

記号がなかったことや図面の煩雑さなどで、第三角

法で描かれていると誤認してしまい、製作ミスが発

生した。 

ものづくりにおいて、『図面』とは設計者の意図を

誤解なく製作者に伝えるための極めて重要なコミ

ュニケーションツールである。よって、製作者に誤

解や混乱を生じさせないために、一般的に設計者に

は設計製図に関する深い知識の習得が求められる。

しかし、学生に対して民間企業の設計技術者と同等

の知識を求めることは不可能である。 

そのため、製作ミスを防ぐには、製作者である技

術職員自身が、学生に代わって、深い設計知識を習

得し、その知識をもとに都度検図することで、重大

なトラブルを未然に防ぐことが求められる。 

これらを踏まえ、本報告では、技術職員に求めら

れる最低限トラブルを回避できるための設計知識

や、誤認を防止するための複数の注意点について述

べる。 

２．求められる設計知識 

本章では、技術職員が製作業務を行う際に誤認や

混乱を防ぐためや、効率的な業務を進めるために押

さえておくべき設計の知識を数点挙げる。 

２.１ 投影法 

投影法の原理を図 1 に、第一角法～第四角法の比

較を図 2 に示す。第二、第四角法は使用に耐えない

ため、製図には用いられない。第一角法はイギリス

で発達してヨーロッパに普及し、広く採用された方

法でイギリス式画法(E 法)とも呼ばれる。第三角法

は、アメリカで改良され発達した方法で、アメリカ

式画法(A 法)とも呼ばれる。ISO と同様、日本の JIS

規格では両画法とも同時に規定されているが、ISO

では図例に第一角法が用いられ、JIS では図例に第

三角法が用いられている。また、JIS 機械製図(JIS B 

0001)では、A 法の理論性を重要視しており、より合

理的な”第三角法による”と規定している[1]。 

２.２ 寸法記入上の注意 

寸法を記入する上での複数の注意点を遵守して

いない図面には、ミスが生じている可能性が高い。 

つまり、製作者サイドが正しい寸法記入法を理解

することは、検図精度の向上とともに、加工時や加

工後のトラブル防止につながる。以下に多数ある注

意点のうちの 5 点を示す[2]。 

（１）寸法はなるべく正面図に記入する 

 図面は正面図が最も代表的なものであるため、寸

法記入の際も、できるだけ正面図に集中して記入す

る。正面図に表せないものや、加工工程などを考慮

する必要がある際には、他の投影図に記入する。 

（２）重複寸法を避ける 

 正面図、平面図またはその他の投影図に同じ寸法

を記入することは、図面の煩雑化を招くため、でき

るだけ避ける。しかし、関連する図の理解を容易に

するために必要な場合にはその限りではない。 

（３）計算の必要がないように記入する 

不必要な寸法の記入は極力避けるべきだが、加工

効率を上げるために必要な寸法は、できるだけ記入

する。その際、普通公差を適用した場合に寸法上の

矛盾が生じる場合は参考寸法を用いる(表 1)。 

図 1 投影法原理 

出典：津村利光『JISにもとづく標準製図法（第 14全訂

版）』(オーム社,2017)、29頁 



（４）基準部を設ける 

製作、組立、使用時などで必要になる基準が理解

できるような寸法の入れ方を検討する。なお基準に

は、加工基準、取付基準、機能基準などがある。 

（５）不必要な寸法は記入しない（暗黙の了解） 

計算の必要がないように寸法を記入すべきだが、

図面の分かりやすさや誤解を生じさせないために、

ある程度取捨選択した寸法の記入を考慮する必要

がある。 

例えば、センター振り分けの穴は、不必要な寸法

を省き煩雑化を防ぐことで、分かりやすく、矛盾の

ない、ミスの防止につながる図面になる(図 3)。 

２.３ 公差 

物を製作する場合には、きわめて高精度に仕上げ

ようとしても必ず誤差が生じる。また、精度や誤差

といった品質と、コスト、納期との関係はトレード

オフであるため、依頼によってバランスを考慮する

ことが求められる。そのため、設計者である学生が

許容誤差である「公差」を指定すべきだが、時とし

てこちらからも提案することが必要になる。 

一般的にはサイズ公差の場合は普通公差(表 1)を

用いればよいが、研究用装置の構造上、プラス側の

み許容される場合と、マイナス側のみ許容される場

合があるため、初めて製作する装置では特に注意し

て打合せする必要がある。 

２.４ スケッチ法 

CAD に精通していない学生は、パワーポイントや

手書きなどのスケッチで図面を描いてくることが

たまにある。CAD を用いた製図を推奨したいが、ス

ケッチにも、既製品と同一のものを作る場合、損傷

製品の部品を申請する場合、実物をモデルとして新

製品をつくる場合などには有用であるため、上手な

スケッチ法を学生に教示したい。ポイントは、型取

りできるものは型取りする、運筆の指導を行う、方

眼紙を利用する、縦横比は揃えるなどがある。 

３．誤認防止のための注意点 

 

図 2 第一角法～第四角法の比較 

出典：津村利光『JISにもとづく標準製図法（第 14全訂

版）』(オーム社,2017)、30頁 
図 3 寸法記入例 

 
表 1 普通公差 

出典：津村利光『JISにもとづく標準製図法（第 14全訂

版）』(オーム社,2017)、90頁 



製図法に精通していない学生や研究者の図面は、

適切とはいい難い図面も多く、製図法に精通した設

計者の図面と比べると誤認する可能性が高いため、

丁寧な検図が求められる。以下に誤認防止のための

注意点を述べる。 

３.１ 使用ソフトの確認 

検図以前の問題だが、使用ソフトの確認は誤認防

止に大変重要である。現在、設計には CADを用いる

のが一般的だが、パワーポイントやイラストソフト

などを用いる学生も少なくなく、描かれたモデルの

縦横比や縮尺などが、記入されている寸法と異なっ

ていることも多く、完成品との見た目にギャップが

生じる可能性があるためである。このギャップは検

図の際に、見ただけで発見することが難しい場合も

あるため、使用ソフトの確認が求められる。 

また、一言に CADといっても、PC版、Android版、

iOS 版、スマートフォンおよびタブレット版など多

様な OS やデバイスで使用可能かつ無料のものが多

数存在する。さらに JISに非対応な CADも少なから

ず存在するため、注意が必要である。ISO 規格だと

第一角法で描かれている可能性があり、ANSI規格だ

とインチ標記されている可能性があるためである。 

JIS に非対応な CAD は、本報告書作成のきっかけ

でもある、本学学生が利用していたハンガリー製の

iOS版 CADである「Shapr３D」がある[2]。さらに、既

存ソフトのアップデートによる、思わぬ仕様変更に

も、注意したい。 

３.２ 寸法記入法や単位 

2.2 に示した注意を守っていない図面は寸法漏れ

の可能性もあるため、気を付けて検図したい。 

また、JIS 規格では寸法はミリメートルで示すこ

とになっているが、センチメートルで示す学生もい

るため、単位に関しても都度確認したい。 

３.３ 構造 

ネジ穴、はめ合い位相、組立性などの検討が不十

分なモデルも少なくないため、検図の際には注意し

たい。例えば、組み立て時のボルト穴が両方ともネ

ジ穴になっている、はめ合うフランジ同士の位相を

考慮しておらず思わぬ干渉や、組立性や分解性の悪

い構造などがある。 

３.４ 雑談 

雑談によって検図で気づけなかった図面の不備

に気づけることもあるため、業務に支障が出ない範

囲で取り入れていきたい。また、ものづくりに関す

る雑談をすることで、アイデア出し、設計知識の深

化、ものづくりに対する意識の向上などにもプラス

に働く。 

４．具体事例 

 図 4～6 に具体事例を示す。これは 14mmの板材の

両側に径の異なる段付加工を施したサンプルモデ

ルである。 

図 4は適切に寸法が記入されている例である。通

常、段付寸法は今回正面図として配置している真ん

中の図に記すのが一般的だが、隠れ線で示されてい

る点や、両側に段付形状がある点を考慮して、左右

側面図の段付形状部にハッチングを施し、文字で情

報を補完している。 

図 5に記入された寸法は、段付寸法を正面図に記

入しており、正面図に寸法を記入するというルール

は守っている。しかし、段付寸法とその外径の寸法

がそれぞれ異なった投影図に記入されており、一形

状の加工時に複数の投影図を見る必要が出てくる

ため、分かりにくい上に手間が生じる。さらに、正

図 4 第三角法適切寸法例 



面図の隠れ線で示された段付部に寸法を記入して

いるため、隠れ線が非常に見にくくなっている。ま

た、寸法数値 2 と 8.44 が正面図の左側に記入され

ており、さらに理解が難しい表現になっている。と

はいえ、各寸法は最低限理解できるため、加工自体

は可能である。 

図 6は一見すると図 5と同様に感じるが、第三角

法ではなく、第一角法で描かれているため、大変誤

認しやすくなっている。日本において第一角法で描

く場合は、投影図記号の記入は必須であるが、記入

がない場合もあるため、細心の注意が必要である。

正面図の隠れ線を見れば第一角法であることは分

かるが、都度検図に神経を使うことは業務効率化と

は逆行するため、やはり投影図記号が欲しい。 

以上により、製作者である技術職員の検図能力は

ものづくり分野から研究活動を支えるという点に

おいて、非常に重要な要素であるといえる。また、

設計者である学生との細やかなコミュニケーショ

ンによって検図では気づきにくい設計ミスを洗い

出すことも非常に重要である。 

５．今後求められるもの 

５.１ 3D図面によるものづくり 

既に 3D プリンタを用いた製作も積極的に取り入

れられていることだと思うが、図面自体に関しては

3D モデルを 2D に変換してプリントアウトしている

事例も多く、3Dモデル自体を製作現場が有効活用で

きているとはいい難い。旋盤やフライス盤など工作

機械を用いたものづくりの現場において、プリント

アウトされた図面の利便性は理解できるが、設計者

の負荷低減や設計者、製作者の業務効率化のために

は、3D図面の利活用の普及が求められる。 

５.２ 学生にものづくりの楽しさを伝える 

軽微なインタビュー調査による私の主観だが、工

学系の学生と比べて理学系の学生は幼少より、さほ

どものづくりに関わっておらず、経験が乏しい印象

がある。これは、筆者が学生の頃に TAとして機械工

作実習で教えていた工学部の学生達と比べて、現在

講習会で教えている理学部の学生達の方が、カンド

コロに関して乏しいところからも分かる。以上によ

り、ものづくりのカンドコロは、経験に依存すると

思われる。よって、大小様々な経験をコツコツと積

み重ねることこそが、ものづくりへの意識向上や設

計力向上につながると感じている。学生に経験を積

んでもらうには、やはり「ものづくりの楽しさを伝

える」ことが求められる。 

６．おわりに 

今回は、第一角法を用いた図面によって筆者の誤

認によるミスが発端であった。しかし、これは大変

珍しい事例で、検図で第一角法を見抜くことは、

少々難しいと感じている。しかし、本報告を周知す

ることで、今後類似の誤認を防ぐことに貢献できた

ら幸いである。製作サイドが誤認を防ぐことは、手

戻り防止、研究活動の持続製などにつながるため、

研究力向上に大いに貢献しているといえる。 

長年の経験で培った「カンドコロ」によって図面

の誤認を防ぐことは大事である。しかし「カンドコ

ロ」に頼りすぎると現在社会問題化している、技能

の伝承や業務の効率化、非効率な若者の育成を助長

することになる。そのため、「設計知識」というアプ

ローチ方法で図面の誤認を防ぐことの有用性を示

すことは、技術職員業務において大変意義があると

感じる。 
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	埋橋　淳（物質・材料研究機構）


	【O_03_02】<口頭発表３>　３月７日（金）　11:40 ～ 12:00　3A棟4階（3A403）
	　LoRa無線搭載コア基板開発とプリント基板設計ノウハウ
	○豊田　朋範a)、千葉　寿b)、古舘　守通b)、藤崎　聡美b)、木村　和典a)（ a)分子科学研究所 技術推進部、b)岩手大学 理工学系技術部)



	◆(O_04) 極低温技術分野
	【O_04_01】<口頭発表３>　３月７日（金）　10:40 ～ 11:00　3A棟3階（3A304）
	　寒剤運搬容器の台車改良 その3
	宗本　久弥（琉球大学 総合技術部）


	【O_04_02】<口頭発表３>　３月７日（金）　11:00 ～ 11:20　3A棟3階（3A304）
	　ヘリウム回収ガスバッグの油混入および流出の原因と対策
	〇西崎　修司、多田　康平（京都大学 工学研究科技術室）


	【O_04_03】<口頭発表３>　３月７日（金）　11:20 ～ 11:40　3A棟3階（3A304）
	　ビリアル状態方程式から得られるジュールトムソン逆転曲線
	多田　康平（京都大学 大学院工学研究科技術室）


	【O_04_04】<口頭発表３>　３月７日（金）　11:40 ～ 12:00　3A棟3階（3A304）
	　勤続２０年ヒヤリハット３選
	吉本　佐紀（千葉大学 理工系総務課技術グループ）



	◆(O_05) 情報・ネットワーク技術分野
	【O_05_01】<口頭発表１>　３月６日（木）　15:30 ～ 15:50　3A棟2階（3A204）
	　部局横断型の技術支援－東北大学 総合技術部 情報・ネットワーク群青葉山キャンパスグループの活動－
	◯原谷　奈津子、一條　肇、門脇　正徒、千葉　淳（東北大学 事業支援機構総合技術部）


	【O_05_02】<口頭発表１>　３月６日（木）　15:50 ～ 16:10　3A棟2階（3A204）
	　AIとの対話によるプログラミング実践－一般公開展示用3D分子パズルゲームの開発－
	鈴木　和磨（分子科学研究所　技術推進部）


	【O_05_03】<口頭発表１>　３月６日（木）　16:10 ～ 16:30　3A棟2階（3A204）
	　サーバ証明書の有効期限を調べるプログラムの作成
	内藤　茂樹（分子科学研究所 技術推進部）


	【O_05_04】<口頭発表１>　３月６日（木）　16:30 ～ 16:50　3A棟2階（3A204）
	　Alfresco Communityによる文書管理システムの構築
	中村　京子（国立天文台 アルマプロジェクト）


	【O_05_05】<口頭発表２>　３月７日（金）　09:00 ～ 09:20　3A棟2階（3A204）
	　Raspberry Piを使った遠隔カメラシステムの開発報告
	徳武　怜（信州大学 統合技術院（工学部））


	【O_05_06】<口頭発表２>　３月７日（金）　09:20 ～ 09:40　3A棟2階（3A204）
	　過酷なフィールドにおける環境データ計測システムの開発と運用
	李家　康（北海道大学大学院工学研究院 工学系技術センター技術部）


	【O_05_07】<口頭発表２>　３月７日（金）　09:40 ～ 10:00　3A棟2階（3A204）
	　フィールド科学体験型VRシアターのコンテンツ開発と運用－VR技術を用いた教育・研究支援－
	大塚　尚広（北海道大学大学院工学研究院 工学系技術センター技術部）


	【O_05_08】<口頭発表２>　３月７日（金）　10:00 ～ 10:20　3A棟2階（3A204）
	　4G回線を利用したロボット遠隔操作システムの構築
	西　正満（鹿児島大学 大学院理工学研究科技術部）


	【O_05_10】<口頭発表３>　３月７日（金）　11:00 ～ 11:20　3A棟2階（3A204）
	　メールドメイン認証の設定・ログ解析・導入について
	松元　隆二（九州工業大学 管理本部技術部・飯塚地区）


	【O_05_11】<口頭発表３>　３月７日（金）　11:20 ～ 11:40　3A棟2階（3A204）
	　博士・修士論文審査会のスケジューリングツールの開発
	寺山　智春（東京大学 理学系研究科物理学専攻技術室）



	◆(O_06) フィールド計測・農林水産海洋技術分野
	【O_06_01】<口頭発表１>　３月６日（木）　15:30 ～ 15:50　3A棟3階（3A308）
	　太陽誘起クロロフィル蛍光画像を利用したスマート農業のイノベーション
	増田　健二（静岡大学）


	【O_06_02】<口頭発表１>　３月６日（木）　15:50 ～ 16:10　3A棟3階（3A308）
	　ノーコード自動化ツールを用いた子牛の飼養管理におけるデータ活用
	〇鈴木　詩織、村田　正将、名嘉　秀和（琉球大学 総合技術部）


	【O_06_03】<口頭発表１>　３月６日（木）　16:10 ～ 16:30　3A棟3階（3A308）
	　カキ‘太秋’において摘心した徒長枝を翌年の結果母枝として活用するための取り組み
	〇安田　実加、楠見　浩二、小西　剛、黒澤　俊、長坂　京香（京都大学 大学院農学研究科附属農場）


	【O_06_04】<口頭発表１>　３月６日（木）　16:30 ～ 16:50　3A棟3階（3A308）
	　トマト促成栽培における日中の高温制御と夜間の低加温が生育および収量・品質に及ぼす影響
	〇西川　浩次a)、木村　友亮b)、佐伯　恭央b)、岸田　史生a)、若原　浩義a)、井上　博茂a)、中野　龍平a)、滝澤　理仁b)、中﨑　鉄也a)（ a)京都大学 農学研究科附属農場、b)龍谷大学 農学部）


	【O_06_05】<口頭発表１>　３月６日（木）　16:50 ～ 17:10　3A棟3階（3A308）
	　異なる堆肥の施用が、アスパラガス栽培に及ぼす影響
	〇若原　浩義、西川　浩次、岸田　史生（京都大学 農学研究科附属農場）


	【O_06_06】<口頭発表２>　３月７日（金）　09:00 ～ 09:20　3A棟3階（3A308）
	　リアルタイム海底状況把握システムの実現に向けた、AI深海カメラの開発
	芦田　将成（東京大学 大気海洋研究所）


	【O_06_07】<口頭発表２>　３月７日（金）　09:20 ～ 09:40　3A棟3階（3A308）
	　農業機械の操作に関する専門技術教育プログラムの実践
	〇茅野　太紀a)、波平　知之b)（ a)琉球大学 総合技術部、b)琉球大学 農学部附属亜熱帯フィールド科学教育研究センター）


	【O_06_08】<口頭発表２>　３月７日（金）　09:40 ～ 10:00　3A棟3階（3A308）
	　植物遺伝資源「ツルレイシ」の種子増殖事業への取り組み
	伊藤　睦（筑波大学 つくば機能植物イノベーション研究センター技術室）


	【O_06_09】<口頭発表２>　３月７日（金）　10:00 ～ 10:20　3A棟3階（3A308）
	　観測機材管理システムの開発と運用
	〇田中　伸一a)、増田　正孝a)、佐伯　綾香a)、中川　茂樹b)、酒井　慎一c) ( a)東京大学地震研究所 技術部総合観測室、b)東京大学地震研究所 日本列島モニタリング研究センター、c)東京大学地震研究所 観測開発研究センター）



	◆(O_07) 生命科学技術分野
	【O_07_01】<口頭発表３>　３月７日（金）　11:00 ～ 11:20　3A棟3階（3A308）
	　震災を2度経験し、やりたい事を優先した活動報告
	玉谷　貴志（金沢大学 総合技術部）


	【O_07_02】<口頭発表３>　３月７日（金）　11:20 ～ 11:40　3A棟3階（3A308）
	　一般市民参加型テトラヒメナの全国分布調査
	〇西本　裕希、中山　潤一、片岡　研介（基礎生物学研究所 クロマチン制御研究部門）



	◆(O_08) 分析・評価技術分野
	【O_08_01】<口頭発表２>　３月７日（金）　10:00 ～ 10:20　3A棟4階（3A403）
	　FIB-SEMによる良好なTEM試料を作製するための一考察
	山室　賢輝（熊本大学 技術部）


	【O_08_02】<口頭発表３>　３月７日（金）　10:40 ～ 11:00　3A棟4階（3A403）
	　海洋中の微小プラスチックごみの解析を可能にする『複合分析用サンプルホルダー』の開発と応用
	羽山　和美（東京大学 大気海洋研究所）


	【O_08_03】<口頭発表３>　３月７日（金）　11:00 ～ 11:20　3A棟4階（3A403）
	　化学系実験装置におけるインターフェースの利活用
	和久井　健司（横浜国立大学 工学研究院等技術部）



	◆(O_09) 実験・実習・社会貢献技術分野
	【O_09_01】<口頭発表１>　３月６日（木）　15:30 ～ 15:50　3A棟4階（3A402）
	　発足後間もない技術職員組織による地域の子ども向け科学技術啓発イベント（琉大iTecフェスタ）開催について
	〇屋良　朝宣、儀間　真一、渡慶次　高也（琉球大学 総合技術部）


	【O_09_02】<口頭発表１>　３月６日（木）　15:50 ～ 16:10　3A棟4階（3A402）
	　プログラミングでドローンを操縦する親子体験教室の実施報告
	臼田　隆亮（信州大学 統合技術院）


	【O_09_03】<口頭発表１>　３月６日（木）　16:10 ～ 16:30　3A棟4階（3A402）
	　第27回科学体験フェスティバルin徳島出展報告
	〇七條　香緒莉、中村　真紀、上田　昭子（徳島大学 技術支援部）


	【O_09_04】<口頭発表１>　３月６日（木）　16:30 ～ 16:50　3A棟4階（3A402）
	　大型風洞装置を活用したアウトリーチ活動
	小林　典彰（大阪大学大学院 工学研究科 技術部）


	【O_09_05】<口頭発表１>　３月６日（木）　16:50 ～ 17:10　3A棟4階（3A402）
	　小学生向けものづくり教室－プログラミング教材開発の成功と失敗－
	河尻　直幸（鳥取大学 技術部）


	【O_09_06】<口頭発表２>　３月７日（金）　09:00 ～ 09:20　3A棟4階（3A402）
	　半導体人材育成を目的とした走査型電子顕微鏡を活用する実験プログラムの開発と実証
	田口　理沙子（津山工業高等専門学校）


	【O_09_07】<口頭発表２>　３月７日（金）　09:20 ～ 09:40　3A棟4階（3A402）
	　技術職員が種をまくアントレプレナーシップ教育の挑戦
	大賀　祐介（香川高等専門学校 技術教育支援室）


	【O_09_08】<口頭発表２>　３月７日（金）　09:40 ～ 10:00　3A棟4階（3A402）
	　学生実験実習におけるICP発光分光分析の装置性能に依存しない定性実験の検討
	山㟁　崇之（東京大学 工学部応用化学専攻分析化学実験室）


	【O_09_09】<口頭発表２>　３月７日（金）　10:00 ～ 10:20　3A棟4階（3A402）
	　視覚障害児の津波危険理解を支援する触察用可動港湾模型の開発
	須惠　耕二（熊本大学 技術部）


	【O_09_10】<口頭発表３>　３月７日（金）　10:40 ～ 11:00　3A棟4階（3A402）
	　問題解決能力の向上を目指した卓上型誘導自作教材の開発
	稲守　栄（釧路工業高等専門学校 教育研究支援センター）


	【O_09_11】<口頭発表３>　３月７日（金）　11:00 ～ 11:20　3A棟4階（3A402）
	　公開講座「第一種電気工事士技能試験対策講習」実施報告
	〇渡慶次　高也、大城　諒士、勢理客　勝則（琉球大学 総合技術部）


	【O_09_12】<口頭発表３>　３月７日（金）　11:20 ～ 11:40　3A棟4階（3A402）
	　溶接実習での溶接ヒュームばく露リスク低減の取り組み
	〇永井　悠介、櫻井　茂紀（金沢大学 総合技術部機器開発部門）


	【O_09_13】<口頭発表３>　３月７日（金）　11:40 ～ 12:00　3A棟4階（3A402）
	　ポストコロナ社会におけるメタバース語学留学の可能性と実践そして発展
	山田　知沙（山口大学 総合技術部技術企画課）


	【O_09_14】<口頭発表２>　３月７日（金）　10:00 ～ 10:20　3A棟3階（3A304）
	　附属病院リワークデイケアプログラムと連携した農業デイケアプログラムの実施
	大宮　秀昭（筑波大学 つくば機能植物イノベーション研究センター技術室）



	◆(O_10) 建築・土木・資源開発系技術分野
	【O_10_01】<口頭発表１>　３月６日（木）　15:30 ～ 15:50　3A棟3階（3A304）
	　メタルアーチファクトの低減効果に関する研究
	松木　翔二郎（熊本大学 技術部）


	【O_10_02】<口頭発表１>　３月６日（木）　15:50 ～ 16:10　3A棟3階（3A304）
	　金属材料曲げ試験の試験治具製作および試験実施
	平野　裕一（京都大学 大学院工学研究科技術室）


	【O_10_03】<口頭発表１>　３月６日（木）　16:10 ～ 16:30　3A棟3階（3A304）
	　深浅測量における携帯型ソナーの利便性と精度に関する検討
	上田　誠（熊本大学 技術部）


	【O_10_04】<口頭発表１>　３月６日（木）　16:30 ～ 16:50　3A棟3階（3A304）
	　水理実験教育におけるデジタル技術の活用－タブレット端末とARによる視覚的理解の促進－
	会田　俊介（東北大学 工学研究科）


	【O_10_05】<口頭発表１>　３月６日（木）　16:50 ～ 17:10　3A棟3階（3A304）
	　修正RCPT法における計測方法の検証
	橋之口　剛（九州大学 工学部技術部）


	【O_10_06】<口頭発表２>　３月７日（金）　09:00 ～ 09:20　3A棟3階（3A304）
	　難透過性砂岩に対するCO2注入実験
	佐藤　雄斗（九州大学 工学部技術部計測分析室）


	【O_10_07】<口頭発表２>　３月７日（金）　09:20 ～ 09:40　3A棟3階（3A304）
	　2023年7月の大雨による秋田大学周辺の被害について
	〇齋藤　憲寿a)、及川　洋b)、渡辺　一也c)（ a)秋田大学 大学院理工学研究科、b)秋田大学 名誉教授、c)秋田大学 大学院理工学研究科）


	【O_10_09】<口頭発表２>　３月７日（金）　09:40 ～ 10:00　3A棟3階（3A304）
	　津軽海峡における潮海流発電装置のタービン位置に関する基礎的研究
	蛯子　翼（函館工業高等専門学校 技術教育支援センター）



	◆(O_11) 施設管理・環境安全衛生管理技術分野
	【O_11_01】<口頭発表１>　３月６日（木）　15:30 ～ 15:50　3A棟3階（3A301）
	　1種放射線取扱主任者講習体験記と資格取得のすすめ
	加賀谷　史（秋田大学 大学院理工学研究科技術部）


	【O_11_02】<口頭発表１>　３月６日（木）　15:50 ～ 16:10　3A棟3階（3A301）
	　NanoTerasuにおける高圧ガス貯蔵量の効率的な合算方法について
	杉島　正樹（量子科学技術研究開発機構 NanoTerasuセンター 管理部 保安管理課）


	【O_11_03】<口頭発表１>　３月６日（木）　16:10 ～ 16:30　3A棟3階（3A301）
	　大学における消防法危険物の安全な取扱いに資する安全講習会用教材の開発
	〇小柴　佑介a,b)、伊藤　正彦b)（ a)横浜国立大学 理工学部、b)横浜国立大学 安全衛生センター）


	【O_11_04】<口頭発表１>　３月６日（木）　16:30 ～ 16:50　3A棟3階（3A301）
	　建物ごとの消防訓練－排水用ポンプを使用した消火栓訓練－
	〇渡邉　武、木﨑　陽一、加藤　智弘（東京大学 工学系・情報理工学系等環境安全管理室）


	【O_11_05】<口頭発表１>　３月６日（木）　16:50 ～ 17:10　3A棟3階（3A301）
	　機械・化学・電気の各分野における危険体感教材の開発および製作と安全衛生講習会での活用事例
	〇佐藤　敏之a)、高橋 龍太郎a)、森　康之a)、松澤 卓a)、小柴 佑介a)、和久井 健司a)、伊藤 正彦b)、片平 剛c)　( a)横浜国立大学　大学院工学研究院等技術部、b)横浜国立大学　安全衛生推進機構 安全衛生センター、c)横浜国立大学　施設部）


	【O_11_06】<口頭発表２>　３月７日（金）　09:00 ～ 09:20　3A棟3階（3A301）
	　NMRの地震対策、安全管理について
	吉田　慎一朗（東北大学 巨大分子解析研究センター）


	【O_11_07】<口頭発表２>　３月７日（金）　09:20 ～ 09:40　3A棟3階（3A301）
	　あらゆる装置をDX化！汎用警報通知システム（WAN-WAN）の活用事例
	○千葉　寿a)、古舘　守通a)、藤崎　聡美a)、豊田　朋範b)、木村　和典b)（ a)岩手大学 理工学系技術部、b)分子科学研究所 技術推進部）



	◆(O_12) その他の分野
	【O_12_01】<口頭発表３>　３月７日（金）　11:40 ～ 12:00　3A棟2階（3A204）
	　「瀬戸内地方における技術職員の専門分野活動報告」実施報告
	〇河元　信幸a)、坂下　英樹b)、田村　義彦c)、玉谷　純二d)、北村　光夫d)、宮田　晃e)（ a)山口大学 総合技術部、b)広島大学 技術センター、c)岡山大学 総合技術部、d)徳島大学 技術支援部、e)愛媛大学 技術部）


	【O_12_02】<口頭発表３>　３月７日（金）　10:40 ～ 11:00　3A棟3階（3A308）
	　クリエイティブスキルを活かす！－インハウスクリエイター的業務の紹介－
	藤崎　聡美（岩手大学 技術部理工学系技術部）


	【O_12_03】<口頭発表３>　３月７日（金）　11:40 ～ 12:00　3A棟3階（3A308）
	　「オンライン技術系・英語研修」の運営を通じた技術英語向上の実践
	〇北條　優子a)、伊藤　千佳子b)、中村　有里b)、石原　すみれa)（ a) 岡山大学 総合技術部 機器分析・動植物資源技術課、b)岡山大学 総合技術部 教育支援技術課）




	■２．ポスター発表プログラム
	◆(P_01) 機械工作・ガラス工作技術分野
	【P_01_01】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 1）
	　加工技術向上への取り組み
	茶木　智勝（富山高等専門学校 技術室）


	【P_01_02】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 2）
	　第3回機械工作技術研究会
	磯島　純一（九州工業大学 管理本部技術部）


	【P_01_03】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 3）
	　ガラス加工業務の再興：九州大学工学部技術部の取り組みと成果
	越山　泰地（九州大学 工学部技術部）


	【P_01_04】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 4）
	　ワイヤー放電加工
	清田　栄一（九州工業大学　管理本部　技術一課）


	【P_01_05】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 5）
	　CFRP加工におけるエンドミルの評価
	熊谷　琢（東北大学 総合技術部工学部・工学研究科技術部）


	【P_01_06】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 6）
	　TIG溶接技術習得への挑戦と気づき
	伊藤　雄平（高エネルギー加速器研究機構 共通基盤研究施設 機械工学センター）


	【P_01_07】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 7）
	　低価格CO2レーザー加工機を使った実験支援への検討
	〇矢野　隆行、上田　正（分子科学研究所 技術推進部）


	【P_01_08】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 8）
	　超伝導加速空洞におけるニオブの高精度加工および技術移転
	牛谷　唯人（高エネルギー加速器研究機構 機械工学センター）


	【P_01_09】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 9）
	　水槽実験に用いる計測器の作製
	前田　楓佳（九州大学 応用力学研究所技術室）


	【P_01_10】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 10）
	　NC旋盤を用いて加工した製作物とその加工工程について
	中野　智（九州大学 応用力学研究所 技術室）


	【P_01_11】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 11）
	　5軸マシニングセンタによるスパイラル溝の加工
	保住　弥紹（高エネルギー加速器研究機構 機械工学センター）


	【P_01_12】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 12）
	　金沢大学技術支援センターの業務紹介
	〇松井　大樹、石井　清孝、永井　悠介、櫻井　茂紀、松岡　武史、齊藤　裕司、高瀬　直樹、西村　貫汰（金沢大学 総合技術部機器開発部門）



	◆(P_02) 装置関係・実験装置・大型実験技術分野
	【P_02_01】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 13）
	　ネガ型フォトレジストSU-8の電子線レジストへの応用
	藤本　美穂（東京科学大学 リサーチインフラ・マネジメント機構コアファシリティセンターマイクロプロセス部門）


	【P_02_02】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 14）
	　異種材料接合の表面処理における固体ソースH₂Oプラズマ分布均一化のための改良
	遠西　美重（東京科学大学 リサーチインフラ・マネジメント機構）


	【P_02_03】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 15）
	　衝突誤差0を目指したガス式対向衝突試験装置の開発
	渡邉　直人（熊本大学 技術部）


	【P_02_04】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 16）
	　省メンテナンスと再使用化を実現したオールメタルシールの脱着型水素継手の開発
	武田　洋一（岩手大学 理工学系技術部）


	【P_02_05】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 17）
	　J-PARC物質生命科学実験施設ミュオン生成回転標的の保守
	〇的場　史朗，砂川　光，河村成肇（高エネルギー加速器研究機構　物質構造科学研究所）


	【P_02_06】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 18）
	　接触熱抵抗の測定
	佐々木　知依（高エネルギー加速器研究機構 加速器研究施設）


	【P_02_07】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 19）
	　ECH入退管理システムの構築
	竹内　俊貴（核融合科学研究所 技術部 機械システム技術課）


	【P_02_09】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 21）
	　研究基盤総合センター分析部門の紹介
	〇篠原　由寛、佐藤　和佳（筑波大学 研究基盤総合センター分析部門）



	◆(P_03) 回路・計測・制御技術分野
	【P_03_02】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 23）
	　SPR-SPEF技術を利用した近接場蛍光イメージングによる細胞観察および溶存酸素モニタリングに関する基礎研究
	〇入部　康敬､ 山形　桜太､ 鈴木　正康（富山大院理工）


	【P_03_03】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 24）
	　ネガ型レジストを用いたUVC照射による電子ビーム露光特性の改善
	田村　茂雄（東京科学大学 未来産業技術研究所 ナノ構造造形部門）


	【P_03_04】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 25）
	　KEK放射光実験施設における液体ヘリウム利用管理システムの開発
	成田　千春（高エネルギー加速器研究機構 物質構造科学研究所 放射光実験施設）


	【P_03_05】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 26）
	　GaN-FETを用いたインバータ電源の製作
	〇伊藤　康彦a)、中野　治久b)（ a)核融合科学研究所 技術部、b)プラズマ装置学ユニット）


	【P_03_06】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 27）
	　プラズマリミターにおけるADCを用いた水冷系統監視システム構築
	関谷　泉（九州大学 応用力学研究所技術室）


	【P_03_07】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 28）
	　非パルス計数型放射線検出回路の製作
	下ヶ橋　秀典（高エネルギー加速器研究機構 加速器研究施設）


	【P_03_08】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 29）
	　重イオンビーム分布計測のためのモーター駆動制御について
	〇東島　亜紀・野田　穣士朗（九州大学 応用力学研究所技術室）


	【P_03_09】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 30）
	　PF入室管理システムにおいての磁気カードからFelicaへの大幅な移行
	〇小菅　隆a)、石井　晴乃a)、渡邉　一樹b)、仁谷　浩明a)（ a)高エネルギー加速器研究機構 物質構造科学研究所、b)三菱電機システムサービス）


	【P_03_10】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 31）
	　高等教育機関における初学者を対象とした電子回路設計講座の取り組み
	〇木藤　真理子a)、清水　暁生b)（ a)有明工業高等専門学校 技術部、b)有明工業高等専門学校 創造工学科）



	◆(P_04) 極低温技術分野
	【P_04_01】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 32）
	　ヘリウム液化用圧縮機のメンテナンスとその効果
	○石田　向日葵、浅田　瑞枝、高山　敬史（分子科学研究所 機器センター）


	【P_04_02】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 33）
	　京都大学吉田キャンパス寒剤供給業務報告（2023-2024年度）
	石川　学（京都大学 理学研究科技術室 低温物質科学研究支援室）


	【P_04_03】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 34）
	　大型ヘリカル装置用超伝導バスラインの運転・保守
	○田上　裕之a)、大場　恒揮a)、野口　博基a)、森内　貞智a)、濱口　真司b)（ a)核融合科学研究所 技術部、b)核融合科学研究所 研究部）


	【P_04_04】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 35）
	　筑波大学におけるヘリウム液化設備の維持管理について
	〇近藤　裕、泉谷　勝行（筑波大学 研究基盤総合センター低温部門）



	◆(P_05) 情報・ネットワーク技術分野
	【P_05_01】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 36）
	　情報学部専用学内フォーラムサイトの構築
	小澤　卓也（静岡大学 技術部情報部門）


	【P_05_02】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 37）
	　高齢者や視覚障害者のタッチパネル操作を支援するスマートデバイス用リモコンの開発
	桑江　明日香（大分大学 理工学部技術部）


	【P_05_03】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 38）
	　個室トイレにおける煙や霧を使用した盗撮防止装置の試作と検証
	比良　祥子（鹿児島大学 大学院理工学研究科技術部）


	【P_05_04】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 39）
	　電気錠管理端末、出席管理端末の運用10年間の変遷について
	〇本田　俊光、大野　芳久（九州工業大学 管理本部技術部 技術三課）


	【P_05_05】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 40）
	　部品管理システムの開発
	〇道幸　雄真、小澤　伸也、廣木　智栄、清水　尚希（福井大学 工学部技術部第3技術室）


	【P_05_06】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 41）
	　学修成果可視化アプリ「GPTポートフォリオ」の開発
	宮澤　友明（信州大学 統合技術院（工学部））


	【P_05_07】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 42）
	　仮想化Archiver Applianceの導入と運用
	〇佐武　いつかa)、榎本　嘉範a)、佐藤　政則a)、草野　史郎b)、工藤　拓弥b)（ a)高エネルギー加速器研究機構、b)三菱電機システムサービス株式会社）


	【P_05_08】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 43）
	　文献データベースのAPIを活用した独自の論文データベースの構築と研究成果の可視化
	〇野々村　美貴a)、甲斐　誉人b)、髙山　有道c)、坂本　隆一c)（ a)核融合科学研究所 技術部、b) WDB工学株式会社、c)核融合科学研究所 研究部）


	【P_05_09】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 44）
	　RAGと生成AIによる学内専用チャットボットの開発－情報基盤センター問い合わせ対応業務軽減の取組みー
	原　祐一（静岡大学 技術部 情報・機器分析系 情報部門）


	【P_05_10】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 45）
	　Androidアプリケーションを用いた資料閲覧システム
	清水　尚希（福井大学 工学部技術部）


	【P_05_11】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 46）
	　避難所アセスメント研修の為のiPad用PWAの開発
	大村　悦彰（熊本大学 技術部 自然科学系第二技術室）


	【P_05_12】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 47）
	　0から始めるMRアプリケーション開発 －3人寄れば集合知?－
	〇城戸　良介、上田　和彦、丸山　博 (富山大学 五福地区技術部)


	【P_05_13】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 48）
	　動画コンテンツ管理・配信システムの構築
	〇松能　誠仁、浜 貴幸（ 金沢大学　総合技術部情報部門）


	【P_05_14】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 49）
	　プロジェクトマネジメント手法を用いた技術職員による社会貢献事業の実践報告
	村松　歩（浜松医科大学 技術部）


	【P_05_15】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 50）
	　合理的配慮webシステムの開発
	川添　かのこ（九州大学 工学部技術部）


	【P_05_16】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 51）
	　高校「情報Ⅰ」必修化に基づく大学カリキュラム検討のための調査
	加治原　翔太（宇都宮大学 工学部技術部）


	【P_05_17】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 52）
	　船舶における観測データ取得システムの改良
	〇宮地　佑希野、野田　穣士朗（九州大学 応用力学研究所技術室）


	【P_05_18】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 53）
	　金沢大学事務用アーカイブ領域の導入
	松本　好美（金沢大学 総合技術部情報部門）


	【P_05_19】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 54）
	　スパコンの消費電力の温度依存性と節電への応用
	岩橋　建輔（自然科学研究機構 分子科学研究所 技術推進部）


	【P_05_20】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 55）
	　山口大学におけるGoogle Workspaceの導入について
	福井　陽介（山口大学 総合技術部情報技術科）



	◆(P_06) フィールド計測・農林水産海洋技術分野
	【P_06_01】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 56）
	　茶畑の生産性向上のためのモニタリングシステム
	松原　重喜a)、大竹　哲史b)（ a)大分大学 理工学部技術部、b)大分大学 理工学部）


	【P_06_02】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 57）
	　三重大学練習船勢水丸における研究航海の乗船報告
	山内　洋紀a)、武藤　岳人a)、中村　亨b)、奥村　順哉b)、御手洗　紫野b)、山守　瑠奈a)、下村　通誉a)（ a)京都大学 フィールド科学教育研究センター瀬戸臨海実験所、b)三重大学 大学院生物資源学研究科附属練習船勢水丸）


	【P_06_03】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 58）
	　火山研究センターの観測点の機器の維持管理について
	井上　寛之（京都大学　理学研究科技術室）


	【P_06_04】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 59）
	　左右非対称な斑紋が出現するトホシクビボソハムシのモデル生物化
	水谷　健（基礎生物学研究所 技術課）



	◆(P_07) 生命科学技術分野
	【P_07_01】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 60）
	　ポリオキサゾリンを用いた防腐固定法の基礎的検討
	児玉　孝憲（東北大学 総合技術部）


	【P_07_02】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 61）
	　動物実験情報のデジタル化による効率的研究支援の促進
	土山　修治（熊本大学 技術部 生命科学系技術室）


	【P_07_03】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 62）
	　コオロギにおける睡眠判定手法開発の試み
	臼井　弘児（富山大学 理工系事務部 脳・神経システム工学講座）


	【P_07_04】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 63）
	　京都大学総合解剖センターにおける系統解剖業務の現状と改善の取り組みについて
	長井　秀樹（京都大学大学院 医学研究科附属総合解剖センター）


	【P_07_05】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 64）
	　マウス胎児脳組織の腎皮膜下移植に関する検討
	矢野　雅司（徳島大学 技術支援部）



	◆(P_08) 分析・評価技術分野
	【P_08_01】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 65）
	　北大コアファシリティREBORNによる設備更新と高度化事例～ニーズが高い共用機器 (NMR) の利用促進～
	木村　悟（北海道大学 大学院工学研究院工学系技術センター）


	【P_08_02】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 66）
	　大気下加熱によるイオン液体中での遷移金属元素のナノ粒子形成過程の理解
	〇渡邊　美紀a)、碇　智徳b)（ a)宇部工業高等専門学校 技術室、b)宇部工業高等専門学校 電気工学科）


	【P_08_03】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 67）
	　金属陽極酸化処理における陰極電解前処理の効果
	菊川　祥吉（宇部工業高等専門学校 技術室）


	【P_08_04】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 68）
	　X線光電子分光装置を使用した教育・研究支援の取り組み
	〇上野　悠一、近藤　みずき、豊田　英之（長岡技術科学大学 技術支援センター）


	【P_08_05】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 69）
	　研磨片製作における合金包埋の試み
	高谷　真樹（京都大学 大学院理学研究科技術室）


	【P_08_06】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 70）
	　ナノスーツを用いた含水試料の電子顕微鏡観察
	〇六本木　美紀、中澤　育子（宇都宮大学 工学部技術部）


	【P_08_07】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 71）
	　共用機器の成果論文収集における課題と取り組み
	〇奥川　友紀、赤坂　泰輝（九州大学大学院 農学研究院研究教育支援センター 生物資源環境科学部門 技術室）


	【P_08_08】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 72）
	　分析機器の選び方―使い分けフローチャートの作成―
	松永　恵美子（九州大学大学院 農学研究院研究教育支援センター 生物資源環境科学部門 技術室）


	【P_08_09】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 73）
	　液体環境を選択できる引張強度試験用液浸治具の開発
	岡田　祐輔（信州大学統合技術院（繊維学部））


	【P_08_10】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 74）
	　高分子材料の新規分析法の開発と教材化の検討
	河原　夏江（長岡技術科学大学　技術支援センター）


	【P_08_11】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 75）
	　南九州で出土された土器片の蛍光X線分析による産地推定の検討
	七村　和彰（鹿児島大学 先端科学研究推進センター）


	【P_08_12】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 76）
	　高磁場NMRを用いたガラス材料のO-17NMR局所構造解析
	安東　真理子（東北大学 工学部）


	【P_08_13】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 77）
	　電界放出形走査電子顕微鏡画像の画像品質改善ソフトウェアの開発
	〇蟹屋敷　祐介a)、今村　幸祐b)、杉山　博則c)（ a)金沢大学 総合技術部 情報部門、b)金沢大学 理工研究域 電子情報通信学系、c)金沢大学 総合技術部 機器分析部門）


	【P_08_14】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 78）
	　薄膜XRDによる非対称面の解析
	〇杉山　博則、島村　一利（金沢大学 総合技術部 機器分析部門）


	【P_08_15】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 79）
	　ラマチャンドランプロットの理解を目的とした3DCADの活用について
	若杉　圭（秋田大学　教育文化学部技術部）


	【P_08_16】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 80）
	　硫黄安定同位体比分析技術の改良
	早乙女　伸枝（東京大学 大気海洋研究所）



	◆(P_09) 実験・実習・社会貢献技術分野
	【P_09_01】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 81）
	　香酸柑橘の香りを楽しむ－香酸柑橘とその精油（体験展示）－
	今林　潔（徳島大学 技術支援部・薬学部薬用植物園）


	【P_09_02】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 82）
	　化学発光で光の三原色を実現する探求型STEAM実験教材の開発と実践評価～光で体験する化学反応の世界～
	加藤　綾子（奈良工業高等専門学校 教育研究支援室）


	【P_09_03】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 83）
	　切削域での最適な最小切込量を精選する計測システムの構築と教示教材の検討
	橋本　安弘（富山高等専門学校 技術室）


	【P_09_04】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 84）
	　ボランティアらと学び育てる「みんなの標本庫」－研究基盤整備と社会貢献の両立－
	山中　史江（筑波大学 山岳科学センター菅平高原実験所）


	【P_09_05】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 85）
	　伝統工芸と地域資源活用の融合－中高生向け錫鋳造体験のための火山灰配合鋳型の開発－
	土岩　寛侑（鹿児島大学 大学院理工学研究科技術部）


	【P_09_06】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 86）
	　物理化学学生実験におけるゆとりの導入とその効果について
	〇中池　由美a)、佐藤　徹b)（ a)京都大学大学院 工学研究科 技術室、b)京都大学 福井謙一記念研究センター）


	【P_09_07】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 87）
	　体験の蓄積と振り返りを援用したフィールド学習支援～複数人・異なる時刻の360度映像データの利用～
	〇中村　はる奈a)、近藤　一晃b)、中村　裕一b)（ a)京都大学 フィールド科学教育研究センター企画情報室、b)京都大学 学術情報メディアセンター）


	【P_09_08】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 88）
	　実験室改修にともなうアクティブ実験台の導入について
	高橋　美幸（長岡技術科学大学 技術支援センター）


	【P_09_09】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 89）
	　慣性式モーションキャプチャシステムを用いた実験実習への教育支援
	〇加納　裕太a)、稲葉　洋b)（ a)松江工業高等専門学校 実践教育支援センター、b)松江工業高等専門学校 情報工学科）


	【P_09_10】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 90）
	　2024年度 鳥取大学技術部「出前おもしろ実験室」プロジェクト活動報告
	○松浦 香織、安藤 敬子、松井 陸哉、河尻 直幸、松浦 祥悟、水田 敏史、橋本 正満、岡 正子、笠田 洋文、大村 敏康、岩田 千加良、馬場 恵美子、横野 瑞希、宮﨑 裕介、山田 有里子、村松 隆司（鳥取大学 技術部）


	【P_09_11】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 91）
	　電子化に対応する測量実習教育に関する検討
	北畠　正巳（豊田工業高等専門学校 技術部）


	【P_09_12】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 92）
	　化学実験と｢色｣の使い方
	福永　由紀（大阪公立大学 研究推進課 実験教育部門）


	【P_09_13】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 93）
	　遊び心をくすぐる仕組から学ぶ電子制御講座の構築－公開講座向けカリキュラムの検討－
	〇登　一、松浦　亮太、島田　大嗣（奈良工業高等専門学校　教育研究支援室）


	【P_09_14】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 94）
	　遊び心をくすぐる仕組から学ぶ電子制御講座の構築－公開講座向けアトラクション型教材の開発－
	〇松浦　亮太、島田　大嗣、登　一（奈良工業高等専門学校　教育研究支援室）


	【P_09_15】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 95）
	　色変わり実験による教材開発－ねっておいしい色変わりおやつを作ろう－
	横野　瑞希（鳥取大学 技術部）


	【P_09_16】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 96）
	　2024年度出前科学実験教室「やっToku、なっToku、Dai実験」実施報告
	河村　勝（徳島大学 技術支援部 常三島技術部門）


	【P_09_17】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 97）
	　「実験しようよ！百聞は一見にしかず」の実施報告と新規実験「一番回るコマはどれ？」の紹介
	〇佐藤　高之a)、福永　由紀b)、植田　龍一a)（ a)大阪公立大学 研究推進課 生産技術センター、b)大阪公立大学 研究推進課 実験教育部門）


	【P_09_18】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 98）
	　ワタ栽培を通した地域貢献活動
	〇市川　佳伸、宮田　将光、小山田　慎吾、伊藤　隆（信州大学 統合技術院（繊維学部））


	【P_09_19】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 99）
	　3Dプリンタを用いた構造に関する実践－Tinkercadを用いたデジタルものづくりへの誘い－
	〇西本　彰文、山下　悠太（熊本大学 技術部自然科学系第三技術室）


	【P_09_20】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 100）
	　地域貢献を目的とした振動実験装置の開発
	樋上　磨（釧路工業高等専門学校 教育研究支援センター）


	【P_09_21】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 101）
	　生成AIを用いた小学生向け公開講座への取り組み－親子でつくろう！AI(アイ)のライトフレーム－
	中田　裕華里（香川高等専門学校詫間キャンパス 技術教育支援室）


	【P_09_22】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 102）
	　非接触変位計測機器を用いた水中での回転物計測実験
	木村　誠仁（大阪大学 大学院工学研究科技術部）


	【P_09_23】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 103）
	　九州大学基幹教育における実験実習科目への技術職員としての取り組み－文系向け「実験で学ぶ自然科学」への取り組みを中心に－
	坂井　悠（九州大学 基幹教育院教育支援技術室）


	【P_09_24】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 104）
	　九州大学の基幹教育における実験科目について
	佐藤　文（九州大学 基幹教育院教育支援技術室）


	【P_09_25】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 105）
	　ひび割れを有する小型RC梁の凍害/塩害による強度低下に関する実験的検討
	吉田　周平（釧路工業高等専門学校 教育研究支援センター）


	【P_09_26】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 106）
	　工学部化学系学生実験におけるテーマの変遷と器具の変遷について
	〇中澤　育子、荒武　幸子、長谷川　典子、六本木　美紀（宇都宮大学 工学部技術部）


	【P_09_27】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 107）
	　神戸大学における女性技術職員の地域貢献活動の報告
	〇松本　香a)、嶋津　小百合b)、大田　美奈子a)、横手　美樹c)（ a)神戸大学 大学院工学研究科、b)神戸大学 研究基盤センター、c)神戸大学 情報推進課）


	【P_09_28】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 108）
	　地域貢献活動の取組み－初めての参加を通じて－
	〇杉原　直樹a)、赤松　孝則b)、松本　香b)、中辻　竜也b)、曽谷　知弘b)、吉田　秀樹b)、古家　圭人c)、白井　慶c)、川本　智d)（ a)神戸大学 大学院海事科学研究科技術部、b)神戸大学 大学院工学研究科技術室、c)神戸大学 大学院理学研究科、d)神戸大学 研究基盤センター）


	【P_09_29】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 109）
	　部局横断チームによる地域貢献活動の取組み2－共催学内イベントへの参加－
	〇曽谷　知弘a)、赤松　孝則a)、松本　香a)、中辻　竜也a)、吉田　秀樹a)、古家　圭人b)、白井　慶b)、川本　智c)、杉原　直樹d)（ a)神戸大学大学院 工学研究科技術室、b)神戸大学大学院 理学研究科、c)神戸大学 研究基盤センター、d)神戸大学大学院 海事科学研究科技術部）


	【P_09_30】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 110）
	　第一種電気工事士の免状取得と公開講座立ち上げへの携わり
	○大城　諒士、渡慶次　高也（琉球大学 総合技術部）


	【P_09_31】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 111）
	　小中学生向け科学教室WG活動の立ち上げと活動紹介
	○石川　紘輝、三矢　節子、小林　誠一、吉本　佐紀、菊地　毅之、和田　淳、高橋　岳之（千葉大学 理工系総務課技術グループ）


	【P_09_32】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 112）
	　ロボット研究室における基礎知識・技術を習得するための実習プログラムの構築
	片山　雷太（神戸大学 工学研究科 技術室）


	【P_09_33】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 113）
	　KEK研究系技術職員インターンシップ活動について
	〇荒木　栄、溝端　仁志、研究系技術職員インターシップ委員会（高エネルギー加速器研究機構）


	【P_09_34】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 114）
	　人体解剖実習における遺体取り違えの防止－ステンレスタグの活用－
	水谷　慶（筑波大学 医学医療系技術室）



	◆(P_10) 建築・土木・資源開発系技術分野
	【P_10_01】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 115）
	　土木系技術職員の業務と大学院研修について－ゼネラリストの専門性の獲得について－
	松居　俊典（香川大学 林町地区統合事務センター学務課）


	【P_10_02】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 116）
	　施工性を考慮した木質グリッドシェル構造の接合部実用化に向けた補強金物の導入
	中村　達哉（鹿児島大学 大学院理工学研究科技術部）


	【P_10_03】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 117）
	　実験室規模での残コンに対する粗骨材回収及び再利用方法の検討
	坂元　貴之（鹿児島大学 大学院理工学研究科技術部）


	【P_10_04】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 118）
	　建築設計用3DCADデータの立体映像化
	小山田　康紀（東北大学 工学研究科）


	【P_10_05】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 119）
	　熊本大学X-Earthセンターにおける産業用X線CT技術の応用事例
	橋本　淳弘（熊本大学 技術部自然科学系第一技術室）


	【P_10_06】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 120）
	　RTKLIBを使用した衛星受信機GS10の位置データ取得
	古澤　将司（高エネルギー加速器研究機構 加速器研究施設）



	◆(P_11) 施設管理・環境安全衛生管理技術分野
	【P_11_01】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 121）
	　大学業務における合成音声活用方法の検証
	長倉　宏樹（北海道大学 大学院工学研究院 工学系技術センター技術部）


	【P_11_02】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 122）
	　安全衛生巡視のDX化について－職場安全巡視の支援システムの開発－
	大岡　忠紀（京都大学 工学研究科技術室）


	【P_11_03】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 123）
	　基幹教育院の安全衛生管理に関わった活動報告
	大杉　信隆（九州大学 基幹教育院 教育支援技術室）


	【P_11_04】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 124）
	　安全教育『化学物質取扱者のための環境安全衛生講習会』の運営について
	〇佐々木　正男、宮永　美幸（筑波大学 数理物質系技術室）


	【P_11_05】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 125）
	　京都大学白浜水族館機械設備の紹介
	武藤　岳人（京都大学 フィールド科学教育研究センター技術室）


	【P_11_06】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 126）
	　ピクトサイン設置状況等を基にした構内研究棟のハザードマップ作成
	平原　英樹（名古屋工業大学 技術部技術課）


	【P_11_07】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 127）
	　理工学部・理工学府における「居残り電子管理システム」スマートフォンアプリ開発
	〇古川　宏之a)、正木　佳代子a)、今村　しおりa)、瀬尾　明香a)、池田　茂a)、河内　俊之b)、濱上　知樹c)、眞田　一志c)、梅澤　修c)（ a) 横浜国立大学 理工学系工学研究院等技術部、 b) 横浜国立大学 理工学系事務部、 c) 横浜国立大学 大学院工学研究院）


	【P_11_08】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 128）
	　高湿度環境の改善をテーマとするKEKとメーカーとの共同研究
	〇田中　伸晃、垣口　豊（高エネルギー加速器研究機構 素粒子原子核研究所）


	【P_11_09】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 129）
	　デジタル技術を活用した廃棄物管理の安全性向上－データ駆動型安全管理システムの構築－
	雨谷　恵（筑波大学　システム情報系技術室）



	◆(P_12) その他の分野
	【P_12_01】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 130）
	　筑波大学オープンファシリティーシステムを活用した研究基盤強化について
	佐々木　絢子（筑波大学 オープンファシリティー推進支援室/研究基盤総合センター技術室）


	【P_12_02】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 131）
	　デザイン系コース新設に伴う技術支援体制確立に向けた取り組み
	澁谷　康之（香川大学 技術室工学系部門）


	【P_12_03】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 132）
	　光ピンセットマイクロ操作に向けたユーザインターフェースの開発支援
	〇福岡　隆彦a)、岩本　涼音b)、田中　芳夫b)、藤本　憲市b)（ a)香川大学 技術室工学系部門、b)香川大学 創造工学部）


	【P_12_04】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 133）
	　静岡大学技術部における科学研究費補助金（奨励研究）への申請件数向上に向けた取組
	永田　照三（静岡大学 技術部教育研究支援系）


	【P_12_05】<ポスター発表>　３月６日（木）　10:30 ～ 12:30　第１体育館（パネル番号 134）
	　認知度の低い沖縄県産作物等を活用したレシピ開発および広報活動について
	〇町田　貴和子、新垣　美香、大江　萌那、山里　夏海、鈴木　詩織（琉球大学大学 総合技術部）




	奥付



